
令和７年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

１ 実践校名 大槌町立吉里吉里中学校 

２ 実 践 名 吉里っ子元気プロジェクト 

３ 実施対象者 教職員、児童生徒、保護者 

４ 目 標  すすんで運動に取り組む子・健康的な生活ができる子の育成 

５ 

実
践
内
容 

 

ア 
（① ・②） 

① 学校経営の特徴  【資料①】 

まなびフェストに目指す子どもの姿として４つ示している。その中の一つに「健康な心と

身体」をかかげ、教職員全体で共通理解を図った。 

② 校内連携 

校内における各担当者（生徒会担当、体育担当、養護教諭、栄養教諭）間で実施内容や実 

施時期等について情報共有し、組織的に取り組みを実施している。 

② 小中連携 

「健康な心と身体」の育成に向け、小学部と中学部が連携し「基本的な生活習慣の確立」

「体力の向上」に向けた取り組みを実施している。 

イ 
(③・④) 

③④インボディ測定会【資料②】 

期末面談時期に合わせて、高性能な体組成計（InBody）を用いた測定会を実施した。事前

にチラシを保護者あてに配布し、生徒はもちろんの事、保護者も希望者は測定可能であるこ

とを周知した。小学部と同時開催することで、吉里吉里学園全体での意識向上を図った。 

③④新体力テストの結果分析と体力向上の取り組み 

新体力テストの結果分析に基づいたメニューで、体育の授業導入としてサーキットトレー

ニングを実施した。また、部活動における体力トレーニングとして合同トレーニングを実施

するなど体力向上に努めた。 

③④生徒会の取組 【資料③】 

生徒会を中心に「My Routine Style」と題し、メディア時間と規則正しい生活について個

人目標を設定し、チェックする取り組みを実施した。 

③④食に関する指導 

発達段階に応じて全学年で栄養教諭による栄養指導を行った。 

ウ 
（⑤） 

⑤小中合同の取り組み 【資料④】 

  今年度の小中合同生活テーマに「規則正しい生活」を掲げている。小学部と中学部が同じ 

テーマに沿って発達段階に合わせてそれぞれ取り組みを行うことで、学園全体の意識向上

を図り、自身の生活を振り返り改善する機会とした。 

６ 成   果 

・インボディの測定では、肥満度を計算するだけでは分からなかった骨格筋量や体脂肪量な

どの具体的な数値を細やかに把握することで、個に合わせた保健指導を実施することがで

きた。実施時期を工夫することで、長期休業中の「より良い生活習慣」や「健康な体づく

り」への意識付けにもつながった。また、保護者への健康に関する啓発活動も同時に行う

ことができ、親子で「健康」について考えるきっかけとなったことも効果的だった。 

・調査結果を分析し、授業改善に活かすことで、今年度の新体力テストでは、昨年度と比較

して2・3年生17名中15名の体力テストの点数が向上した。 

・生徒会が中心となり、チェック項目を設定することで、生徒主体の取り組みへとつながっ 

た。 

・成長期に必要な栄養素等について学び、食に関する知識を身に付けさせることができた。 

・小中一貫教育校のよさを生かし、連携をとりながら取り組みを行うことで、系統的に健康 

教育を展開することができた。 

７ 課 題 

・インボディ測定会は、今後も期末面談の時期に合わせて実施する事とし、測定結果の推移

等を個別の保健指導に生かしていく。また、保護者への啓発活動については、引き続き働

きかけていく。 

・課題となる領域の運動についての授業改善を行い、重点的に取り組んでいく。 

８ 今後の予定 
・自分の生活を見直す「My Routine Style」の繰り返しの取り組みで改善を目指す。 

・規則正しい生活習慣や食育、保健指導を小中一貫教育の強みを生かしながら計画的に継続 

していく。 
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